





















































































  （1）彼女を好きだ。 
  （2）彼女を好きじゃないといったら嘘になる。 

























表 1 「～ないといったら嘘になる」の命題の型とモダリティ機能 
（X=～ないといったら嘘になる） 
命題の型 X に上接する命題の例 X のモダリティとしての機能 用例数 


































































  （8）アキ:無理してないか？《感情要求》 












  （9）アナ:新しい生活に不安はないですか？ 








  （10）（1045 勝の歴代記録塗り替え目前に） 
   記者:「やはり、歴代記録は気になりますか？」 
   魁皇:「これだけ騒がれたら、気にならないと言ったら嘘になる。でも自分の相撲を
取るだけです。」（キャスター） 
  （11）（バトミントンの藤川、岩垣ペアがオリンピック準決勝進出を決めて） 
   アナ:「メダルは意識しましたか？」 






























  （14）（女性にもてると評判の芸人に） 
        司会:実際のところ、どうなんですか？ 
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A:You and Jim really must come round to my place some evening．  
B:Yes，We’d like to．  
A:Of course，you two don’t drink, do you？  
B:Well，We don’t not drink. 
Bはわざわざ二重否定構文を用いている。Aに対して、肯定形を用いて「Yes, we do 
drink.」とは応じることは、中右は「真っ正面から話し手Aの陳述に意義を申し立ててい
ることになる。」としている。これは「We don’t “not drink”」のように、引用符をつけて
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